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AbstraCt

Ａｔｏｔａｌｏｆｔｅｎｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆｔｈｅｌａｔｅ－stagephyllosomaattractedtoanunderwater

fishlampwerecollectedatthecoastofNagashima,KagoShimaPrefecture,inDecember

l980・TheＶｗｅｒｅｒｅａｒｅｄｉｎａｎａｑｕａｒｉｕｍｗｉｔｈａｃｌosedcirculationsVstemat20-21oC

watertemperatureandabout34%osalinity,ｏｎａｄｉｅｔｏftheshort-neckedclamTaPes

(AmygdqIα)ｐＭｉｐｐｍαγＭｍ・

Metamorphoses，fromthefinal-stagephyllosomatothenistostage，whichtooka

veryshorttime，wereobserved・

Thenistostageofthisspecieslastｅｄｆｏｒａｂｏｕｔｔｗｏｗｅｅｋｓ，ａｎｄｗａｓｆｏｌｌｏｗｅｄｂｙａ

ｍｏｌｔｉｎｇｔｏｔｈｅｊuvenilestage・

Ｆｏｕｒｏｕｔｏｆｔｅｎｓｐｅｃｉｍｅｎｓsurvivedtoadults，of20-25mmcarapacelength，one

andahalfyearsaftermetamorphosis・

Examinationofchracteristicsinjuvenileandadultformsrevealedthatthesespecimens

wereScyIIαγＭｓｋｉｔａ抑０１ﾉMosMs．

ＡdditionaldescriptionoftheearlV，late，andfinalstagephVllosomaofthisspecies，

obtainedeitherwithafishlarvanetｏｒａｎｕｎｄｅｒｗａｔｅｒｆｉｓｈｌａｍｐｉｎｌ９８１,weredescribed．

序論

’'1殻綱十脚目のイセエビ科・ウチワエビ科の幼生一フィロゾマ幼生一については，これまて、

に様々 なタイプの幼生が熱帯～H剛,{帯の海域において採集されてきた(PRAsADand'ｎＭＰＩ

ｌ９５９・’960；SHoJIMAl963；税所1966；JoHNsoNl968・’971；庄鑑１９７３；PHILLIPs

etaLl981)。しかし，フイロゾマ幼生の分類，分布，生態についてはいまだほとんどの樋に

ついて未解明な点が多いのか現状である。それらを明らかにするためにも，幼生の人工飼育

は有効た手段のひとつと,思われる。

フイロゾマ幼生の飼育実験では，RoBERTsoN(1968)がScyIIαγMsamerica抑Msについて，
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また高橋・税所（1978）がウチワエビとオオバウチワエビについてそれぞれ僻化幼生からほ

ふく幼生（ニスト幼生）まで飼育することに成功した。道津・他（1966）は，長崎県沿岸よ

り得られたウチワエビ偶の蚊終期フイロゾマ幼生を飼育して，ほふく幼生への変態過ノド'吃詳

細に記述しその樋名を決定することかできた。同様にＲＩＴｚａｎｄＴＨｏＭＡｓ（1973）は表層採

集で得られたウチワエビ偶の後期-フィロゾマ幼生を飼育し，脱皮・変態させてその形態的特

徴を明らかにし極名をＩｂａｃＭｓｐｅｒｏ城と同定できた。

筆者らは，夜間灯火採集によって得られた柿名不詳のヒメセミエビ属scyIIarMsの後期フ

ィロゾマ幼生を飼育して，ニスト幼生への変態を観察した。ニスト幼生は脱皮.成長して椎エ

ビあるいは親エビとなったが,それらの形態的特徴から本極をキタンヒメセミエビscyIIarMs

航α抑o1伽osl‘sHARADAと同定することができたのでここに報杵する。

材料・方法

鹿児島県出水郡束町の鹿児昆大学水産学部附属水産実験所前の海域で，1980年12月４日，

20時～21時に灯火採集を試みたところヒメセミエビ偶に所偶すると思われる同一タイプの後

期ないし爺終期フイロゾマ幼生を１０尾採集することができた。これらの幼生の変態，成長を

観察するため実験室へ持ち帰り，５Ｍ底面憶過式水槽内で飼育を開始した。
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RＲ 比撚，脱所：キタンヒメセミエビのフィロゾマ幼生

１０尾のフィロゾマ幼生は，水榊内に設世した透明なアクリル製の飼育粕に一尾づつ収容し

た。飼育海水は水批20-21℃，琉分濃度約34%0に調整した。これは本種が分布すると思われ

る南九州海域の冬季の環境に唯じた。海水は卜分なエアレーションを行ない，餌料として新

鮮なアサリ肉を与えた。

飼育中のフィロゾマ幼生の形態観察及び形態測定はストロボ照明による生体写真撮影によ

り行なった。ニスト幼生，稚エビの形態のスケッチと測定にはこれらの脱皮殻を用いた。フ

イロゾマ幼生の各部の測定位置についてはFig.１．に示した。

1981年の６月-11Ｈには，前述したフイロゾマ幼生の各期の幼生を採集するため，水産実

験所前海域で碓魚ネット採集を試みた。碓魚ネットの口径は1.3ｍ，毎時３－４ノットの速度

で１０～15分間の表牌曳きをくりかえした。採集は午前中に行ないその際得られた後期および最

終期フィロゾマ幼生は１０％海水ホルマリンで固定後，顕微鏡用描画装置を用いて形態をスケ

ッチした。また，同時期に１灯式集魚灯（100Ｗ）を用い実験所前堤防附近で夜間採集を行な

ったところ，初期フィロゾマ幼生を得ることができた。固定法，形態スケッチは上記と同様

の方法をとった。

結果

１キタンヒメセミエビのフィロゾマ幼生の

形態

1980年12月，水産実,験所前で夜間灯火採集に

よって得られた１０尾のフイロゾマ幼生について

PHILLIPs（1981）の報告に蛙づき分類を試みた。

これらの幼生の頭'１１部は円型で，腹部は胸部

となだらかに接続すること，第２触角は而平で

短かく二分岐し，また第３顎脚は外肢を有しな

いことより，ヒメセミエビル動のフイロゾマ幼生

と考えられた。１０尾の幼生のうち８尾は第３顎

脚，第１～第５川脚の基部付近に房状の鵬原基

が認められることから，これらは最終期に達し

たフィロゾマ幼生と思われた。なお本種は頭甲

長と頭甲幅の比がほぼ１で，最終期に達した幼

生では第６腹節腹肢の先端が尾扇先端を越える

ようになる(Fig.２.)。

２フィロゾマ幼生の脱皮と成長

飼育実験に用いた後期フィロゾマ幼生は，体

長１６．６－２１．１ｍｍ,頭甲長８．０－１３．０ｍｍ，頭111

Fig.２．Thefinal-stagephyllosomaof

ScyⅡαγ“ｓｋｉｔａ汎oUiTios“s，ｃｏｌ－

Ｉｅｃｔｅｄｂｙａｓｍａｌｌｆｉｓｈｌａｍｐａｔ

Nagashima，KagoshimaPref，
ｉｎＤｅｃ，１９８０．
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３変態

蚊終期フイロゾマ幼生は，１０尾のうち９尾が日没後数時間から深夜にかけてニスト幼生へ

変態した。変態に要する時間は知時間で，ある幼生は約５分間で変態を完了した。

蚊終期フイロゾマ幼生は，円型の卿ＩＩ部，ＩＭｊ部，腹部に分かれているが，ニスト幼生ては

頭''Ｉ部と胸部が癒合して弧胸部を形成し，平面的なフイロゾマ幼生から立体的なエビ型をし

たニスト幼生へ著しく形態が変化した。その際，蚊終期フイロゾマ幼生の平均体長１８．４ｍｍ

は，ニスト幼生ては１２.()ｍｍに，平均川||部''1M１１．３ｍｍは，ニスト幼生て､は平均''1殻''１，４．７

ｍｍに収縮した。また，フィロゾマ幼生のｔきい1M11脚も，剛寺間のうちに許し〈収縮した(Fig.３)。

４ニスト幼生の形態

ニスト幼生の形態観察には，第１期稚エビへ脱皮する際に残ったニスト幼生の脱皮殻をス

ケッチした。それは，ニスト幼生の特徴を細部までよく現わしている。９尾のニスト幼生は

体憂１１．５－１４．０ｍｍ，’'1殻iえ４．３－５．３ｍｍ，’'1殻l隔４０－６２ｍｍの範|井|にある透明な幼生で、

ある（TableＺ)。

ニスト幼生の一般的な特徴として次の点があげられる。甲殻背面前部には大小２本の疎が

認められる。前方のｌ疎は小さく両眼のほぼ中央に位置し，そのやや後方に残る１本の大輔
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＊Ｔｈｅｃｅｐｈａｌｏｎｗｉｄｔｈｉ§ｌｃＳ§ｔｈａｎｉｎｏｔｈｃｒＨｐｃｃｉｍｃｎｓ，ｂｅｃａｕｓｅｔｈｃｂｏｒｄｃｒｏｆｃｅｐｈａｌｏｎ
ｂｃｎｔｔｏｗａｒｄｔｈｃｖｃｎｔｒａｌＳｉｄｅ・

一Ｄａｔａｗｅｒｅｎｏｔｏｂｔａｉｎｃｄ．

''１M７．０－１２．６ｍｍの範囲にあってヒメセミエビ偶幼生の中では中HilJの幼生といえよう。

飼育中のフイロゾマ幼生の脱皮は常に夜間に観察され，ＮｏｌＯの幼生では厳終期幼生へ脱

皮する際に，体長は１１．３ｍｍから１６．６ｍｍへ，蚊''1長が８０ｍｍから１０．１ｍｍへ，頭IIlll]mは

7.0ｍｍから１０．０ｍｍへと成長した（Tableｌ)。
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がある。’'1殻中央部は蝋')あがり，その頂点に

は２本の小突起が認められる。眼嵩横には鋸歯

状の突起が並び，眼嵩後方の111殻両側面には小

突起の列が認められる。また''1殻両縁は鋸歯状

で，両縁前方には大小２個の切れこみが認めら

れる。

ヒメセミエビ属では親エビの腹部背面上に本

属独特な棋様がみられるが，ニスト幼生の段階

では，そのような模様は確認できなかった。第

６腹節後縁中央の突起は注意深く観察すると，

２つに分岐する（Fig.４Ａ)。

腹部側板の先端部は鋭く，第２腹節側板前縁

には７佃の鋸歯状突起がある。第３腹節，第４

腹節の側板前縁には４個，また第５腹節側板後

縁にもおよそ４個の鋸歯状突起が認められた

(Fig.４Ｂ)。

胸板前端付近には，小突起が左右１個づつあ

る。胸板後縁は，左右ともに鋭角な突起となっ

て張り出している（Fig.４Ｃ)。

第２腹節一第５腹節の腹肢はよく発達し，外

肢と内肢周縁部には長毛が密生する。特に上記

の各腹節において、左右両腹肢が内肢の附属突
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Fig.３．Metamorphosisfromthefinal-

stagephVllosomatonistolarva，

Thislarva，ｓｐｅｃｉｍｅｎｎｏ、１０，

ｄｉｅｄintheprocessofmetamor-
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比州，悦所：キタンヒメセミエビのフィロゾマ幼生
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起先端部分で互いに連結する（Fig.４，，Ｅ)。ROBERTsoN（1968）は，Ｓｃ〉'IIar1(ｓａｍｅγｚｃａｍＩｓ

のニスト幼生で腹肢の形態について同様の小実を認めている。

ニスト幼生の段階でHARADA（1962）の報告に蛙づき郁病の決定を試みたが，１MJ板前部の

Ｃ

B、

５ｍ

１ｍｍ
ｰ－Ｊ

日

ｌｍｍ
ｌ ｌ

1ｍｍ

Fig.４NistolarvaofScyIIar1fskitaれ“'iTiosⅨs、

Ａ・DorsalviewofNisto． Ｂ，Ｆｉｒｓｔｔｏｓｉｘｔｈａｂｄｏｍｉｎａｌｓｏｍｉｔｅｓ

ｉｎlateralview． Ｃ・Thoracicsternum．

Ｄ・Ａｐａｉｒｏｆｐｌｅｏｐｏｄｓｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｓｏｍｉte・

ＥＡｐａｉｒｏｆｐｌｅｏｐｏｄｓｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｓｏｍｉte．
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形態は親エビのそれと比鮫して未発達なためニスト幼生の段階では祁名の決定は不可能に思

われた。なお，本期の第３顎脚，節１－第５胸脚の形態をFig.５に示す。

５第１期稚エビの形態

ニスト幼生は，９尾のうち６尾が変態後約２週間で第１期碓エビへと脱皮した。稚エビは

111殻部，腹部背面が褐色になり，腹部背面にヒメセミエビ属特有の模様があらわれてくる。

６尾の第１期稚エビは体長13.8-14.5ｍｍ，Ｉｌｉ殻長5.3-5.5ｍｍ，111殻幅５．７－６．０ｍｍの範

囲にあった。さらに第２期稚エビへ脱皮・成長したものは結局４尾となったが，それらは体

;ぐ:城

鑓

､１１１/／－

ｊＬｊ－子,、
「．

／

Iふぐ、

評＝

／

、

ノI

ﾉ

廷

ＬＬ
、、
１畳

目

q，

Ｃ

／

ノイ

ノﾉ

q'

／，Ｘ
′・

一弓心

１，Jﾉ

Fig.５Thirdmaxillipedandpereiopodｌ－５ｏｆｎｉｓｔｏｏｆＳｃｙｌＩαγ汎ｓｋｔｔａ汎ouiTiosⅨs，

Ａ，Insideviewoftheleftthirdmaxilliped．Ｂ・Leftfirstpereiopod．

Ｃ・Leftsecondpereiopod．Ｄ・Leftthirdpereiopod．ELeftfourth

pereiopod．Ｆ，Leftfifthpereiopod．Anscalesindicatelmm．
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長16.3-17.5ｍｍ，111殻長６．０－６．５ｍｍ，111殻l旧６．２－６．７ｍｍの範囲にあった(Table２)。

第１期稚エビの脱皮殻の形態より，前述のHARADA（1962）の報告に基づいて種の同定

を試みた。その結果，’'1殻背面前方に位置する大小２疎の形状，’|'殻背面部の特徴，腹部背

面のヒメセミエビ属に特有の棋様，また第２触角および側板の特徴，第３顎脚，第１胸脚，

第３胸脚および胸板の形態は，いずれもキタンヒメセミエビの形態的特徴と一致した(Fig.

6Ａ,Ｂ，Ｃ)。

ニスト幼生の腹肢が，外肢，内肢共に細長い葉状で，左右両腹肢は内肢の附属突起の先端

部分で連結していたのに比べ，第１期碓エビでは腹肢は収縮し左右両腹肢の連結はみられな

くなった。特に第２腹節の腹肢は外肢，内肢，内肢の附属突起共に著しく退化し痕跡状とな

った。第３腹節腹肢では，内肢，内肢の附属突起が著しく収縮した(Fig.６，，Ｅ)。

６フイロゾマ幼生。ニスト幼生。および稚エビの期間と成長

飼育実験に用いた10尾のフイロゾマ幼生のうち８尾は採集の時点ですでに最終期に達して

いた。No.６の幼生は最終期の１期前，No.１０が最終期の２期前で採集された。

Fig.６

Ａ

ｌｍｍ１ｌ

Ｃ

目

ｏ歴金０５m"
ー一二

hJJイィ

〆

目

ｌｍｍ

ＴｈｏｒａｃｉｃｓｔｅｒｎｕｍａｎｄａThoracicsternumandappendagesofthefirst
kita汎o《UiTios郷s， Ａ，Thoracicsternum．

Ｂ・Leftthirdmaxillipedandfirstperｅｉｏｐｏｄ．

Ｄ，Ｌｅｆｔｐｌｅｏｐｏｄｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｓｏｍｉｔｅ． Ｅ，

皿

juvenilestageofScyIIαγ狸ｓ

Ｃ・Leftthirdpereiopod、

LｅｆｔｐｌｅｏｐｏｄｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｆSOrnlte．
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Table３．Durationindaysofphyllosoma,nisto，andjuvenilestagesoften

individualsofScylIαγＭｓｋｉｔａ１ｒｌｏ‘utγiosMsrearedintheaquarium．

Z６

３４

Z９

ＰｈＶｌｌｏｓｏｍａ

７初期。後期。および最終期フィロゾマ幼生の形態

1981年９月から１１月にかけて採集されたキタンヒメセミエビの初期・後期および最終期フ

イロゾマ幼生についてその形態的特徴を記す。

夜間灯火採集で得られた初期フイロゾマ幼生は，体長６０ｍｍで頭甲部は本種独特な円型

である。第５胸脚は形成されたばかりで短かく，腹部，腹肢ともに未発達である。第２触角

SpecimenNo・Final-2SubfinalFinalNistolstjuvenile2ndjuvenile

科
×

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

×
叫
×
喝
皿
×
叫
叫
Ｂ
△

＊
＊
＊
＊
＊
喝
＊
＊
＊
⑲

比粥，税所：キタンヒメセミエビのフィロゾマ幼生

フイロゾマ幼生の期間は，No.６では最終期で１５日間であり，No.１０では最終期の１期前

で22日間，最終期で１９日間の合計41日間であった。

ニスト幼生の期間はNo.２，４，５，７，８，９の個体で１２－１５日の範囲にあった。第１期稚エ

ビの期間はこれら６個体で､25-34日，第２期稚エビはNo.２，４，８，９が29-34日の範囲にあ

った(Table３)。

本実験では，１０尾のフイロゾマ幼生のうち変態途中で蕊死したNo.１０と，ニスト幼生期

の途中で蕊死したNo.１，３，６以外の６尾の幼生がさらに第１期稚エビへ脱皮・成長した。

このうち第２期稚エビへ脱皮・成長したものはNo.２，４，８，９の４個体で､あった。これらは

変態後約６カ月で５回の脱皮を経て，体長31.0-37.8ｍｍ，甲殻長12.0-14.0ｍｍの小型の

エビになった。最も成長のよかったNo.４とNo.９の個体は変態後約１年で８－９回の脱皮

を経て，体長45.0-52.9ｍｍ，甲殻長18.9-22.3ｍｍの親エビとなった。変態後約１年６

ケ月では生残したこれらの４尾は，体長約60ｍｍ，甲殻長20-25ｍｍに成長した。ただし，

フイロゾマ幼生から変態後120日頃までは水温20-21°Ｃで飼育したが，それ以後は夏季22-

27℃，冬季16-20°Ｃで飼育した。塩分濃度は約34%０，飼料として新鮮なアサリ肉を与えた。

×
逗
狙

＊

９
５
８

Ｚ
２
２

＊ 2２

Note：Rearingtemperature，２０－Z1oCandsalinity,about３４%０．

＊SpecimenswerecollectedatthisstageinDecemberl980．

×Ｓｐｅｃｉｍｅｎｓｄｉｅｄａｔｔｈｉｓｓｔａｇｅ．

－Datawerenotobtained．

△Ｔｈｉｓｓｐｅｃｉｍｅｎｄｉｅｄｉｎｔｈｅｐｒｏｃｅｓｓｏｆmetamorphosis、

Specimens，Ｎｏ．２，４シ８，９．，ｇｒｅｗｕｐｉｎｔｏａｄｕｌｔｓ，ｏｆＺＯ－２５ｍｍｃａｒａｐａｃｅｌｅｎｇｔｈ，one

andahalfVearsaftermetamorphosis．
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は細〈，２分岐し，第１触角に比べ短かい(Fig.７Ａ)。

後期フイロゾマ幼生は稚魚ネット採集により得られた。体長は12,0ｍｍ，初期幼生と同様

円型の頭甲部をもち，第２触角は第１触角とほぼ等長である。第５胸脚の先端は尾扇先端に

達するようになる。腹部は，初期幼生に比べて発達しているが，腹肢は未だ痕跡状である。

これまでに述べてきたような幼生飼育の経‘験からすると，本個体は最終期の１期前か，ある

いはそれに近いstageの幼生であろう（Fig.７Ｂ)。

最終期フイロゾマ幼生も稚魚ネット採集で得られた。体長は18.8ｍｍで第２触角はその基

部がl隔広〈より強固になる。胸部腹部もまたよく発達して，第２腹節一第５腹節の腹肢は

２分岐し，第６腹節腹肢の先端は尾扇先端をこえるようになる。尾扇先端付近には２疎が認

められる。既述したように，本種の最終期幼生は第３顎脚，第１胸脚一第５胸脚の基部付近

に房状の鰐原基を有する（Fig.８Ａ,Ｂ)。

●
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．
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．
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〃
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》
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Fig.７Early一andlate-stagephyllosomaofScyIlαγＭｓｌａｔａれClﾉiγiosMs．

Ａ・Early-stagephyllosoma，ｃｏｌｌｅｃｔｅｄｌｂｙａｓｍａｌｌｆｉｓｈｌａｍｐａｔＮａgashima，
Kagoshimapref.，ｉｎＮｏｖ，１９８１．

Ｂ・Late-stagephyllosoma，nearthesubfinal-stage，collectedbyalarvanet
atNagashima，Kagoshimapref・ｊｉｎＳｅｐｔ，１９８１．
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Ａ

1０

議

Fig.８Final-stagephyllosomaofScyIIαγＭｓｋｉｔａ抑ouiTiosⅧs，collectedbyalarvanet

atNagashima，Kagoshimapref.，ｉｎＳｅｐｔ、1981.
Ａ、Ventralview． Ｂ，Ａｂｄｏｍｅｎｉｎｄｏｒｓａｌｖｉｅｗ．

５ｍｍ

RoBERTsoN（1968）は，Scyllαγ汎ｓａｍｅγｊｃａ汎拠sの飼育実験でアルテミアのノープリウス

幼生を餌料として与え，僻化幼生からニスト幼生まで飼育することができた。しかし，ニス

ト幼生は変態後３日以内に蝿死し，最終的な生残率は10-20％であった。今回の筆者らの飼

育実験では，１０尾のフィロゾマ幼生のうち４尾を親エビに成長させることがで､きた。その要

因として，飼育に用いたフィロゾマ幼生はすべて後期および最終期の幼生で自然海域で､十分

争
調
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に成長・発育した幼生であったこと，新鮮なアサリ肉を餌料として与えたこと，があげられ

よう。事実，自然海域のフィロゾマ幼生は飼育幼生に比べ成長が良好で大ﾉliI4であることか報

告されている（税所１９６６；ROBERTsONl968；高橘・税所1978)。また，アサリ，オキ

アサリ，ナミノコガイ等の二枚貝を餌料として，高怖・税所（1978）はウチワエビ，オオバ

ウチワエビの飼育実験で良好な結果を得ている。

浮遊生活者であるフイロゾマ幼生がニスト幼生へ変態する場合，短時間で著しい形態の変

化がおこることは既に述べた。一見して，ニスト幼生は底生生活に適した形態を有するが，

その腹肢の形状から，遊泳能力を十分に有していると思われる。串実，ROBERTsON（1968）

はScyⅡαγⅧｓａｍｅγｉｃａｍ｛sのニスト幼生が水梢底部より水面にむかって，前jに遊泳する様

子を観察した。そして，腹肢の連動によって変態後のある時期適当な定着場を求めて遊泳移

動することを推測した。このように，ニスト幼生の腹肢が前方への遊泳・移動に適した形態

を有するのに比べ，第１期椛エビでは腹肢は収縮・退化した形態をとる。これは浮遊生活か

ら底生生活への一つの適応とみることができよう。

ヒメセミエビ属のフイロゾマ幼生は，イセエビ属，セミエビ属等の大ﾉｌｉＩｌのフィロゾマ幼生

に比べて，世界各地から多くの採集報告がある。キタンヒメセミエビの最終期フイロゾマ幼

生と思われる個体は，本邦ではSHOJIMA（1963,ｐｌａｔｅｌｌ８）が長崎港において採集した。

本邦以外では，PRAsADand'ｍｋＭＰＩ（1960,ｆi9.9Ａ）がアラビア海で，ＪＯＨＮＳＯＮ（1971,

fi９．６８，７Z）は南シナ海において，またＰＨＩＬＬＩＰｓｅｔａＬ（1981,ｆi9.5）はオーストラリア西

方海域で､それぞれ本枕のフィロゾマ幼生と思われる個体を得ている。これらの報告からする

と，キタンヒメセミエビは日本近海一南シナ海さらにはインド洋，アラビア海と広範囲に分

布する可能性がある。

今回の飼育実験のように，自然海域より得られた後期フイロゾマ幼生の人工飼育は，飼育

期間が比較的短期間ですみ，生残率も高く椎エビあるいは親エビまでの飼育が可能となるこ

とから，フィロゾマ幼生の分類，分布，生態面を明らかにする上で､有効な手段と思われる。
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